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　お　　の　ゆ い かさん（４さい）

　あ　　べ　ことひこくん（４さい）

　くまがい　り の んさん（５さい）

　くしびき　に　　なさん（６さい）

青い鳥保育園のなかよしたち

「おおきくなりました　　　　　
　“リズムにのって Ｌｅｔ

,
ｓ ＧＯ！”」

津軽民謡の王座に輝く
　２月16日に行われた津軽民謡青森県大会
で見事66代王座に輝いた岩谷勇さん（岩崎
下）。日頃の努力が、実を結びました。

こんなに

元気です！

このコーナーでは、元気いっぱいな園児達の作品を
ご紹介します。

４月生まれのお子さんの写真を募集します！
◆対象◆令和２年４月に１～５歳の誕生日を迎える町内在住の子
◆掲載内容◆子供の写真、氏名（ふりがな）、住所（地区のみ）、生年
月日、お子さんに一言メッセージ（【例】「元気に育ってね！」など）
◆応募方法◆
郵送または持参の場合：プリントした子供の写真1枚に①子供の氏名
（ふりがな）②生年月日③性別④住所⑤保護者名（広報には掲載しませ
ん）⑥電話番号⑦お子さんに一言メッセージを記入したものを添えてく
ださい。
メールの場合：件名に「こんなに元気です」と記入し、本文に上記①～
⑦を記入のうえ、写真データを添付して送信してください。
◆応募締切◆今月の末日。
□問合せ先□
〒038-2324　大字深浦字苗代沢84-2　総合戦略課企画調整係　
TEL　74-2122（直通）　　　kouhou@town.fukaura.lg.jp

★このコーナーでは、誕生
日を迎えたチビッコ達
をご紹介します★

平山　采空くん
（田野沢）　H30／３／３生
「ズルスケ　めごちゃん　」

くさ

石沢　悠那ちゃん
（追良瀬）　H28／３／11生

「わが家のおしゃべり娘です☆」

ゆう な
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令
和
元
年
深
浦
町
文
化
賞
及
び
ス
ポ
ー
ツ

賞
表
彰
式
が
２
月
６
日
、
町
民
文
化
ホ
ー
ル

で
開
催
さ
れ
、
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
の
各
種
大

会
で
優
れ
た
成
績
を
挙
げ
た
個
人
23
人
と
３

団
体
に
、
表
彰
状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。

　
式
典
で
は
、
吉
田
町
長
が
「
た
ゆ
ま
ぬ
努

力
と
鍛
錬
を
重
ね
、
深
浦
町
の
名
声
を
高
め

る
活
躍
を
し
て
く
れ
た
。
指
導
者
の
方
々
、

支
え
て
く
れ
る
家
族
、
そ
し
て
地
域
の
人
々

へ
の
感
謝
を
忘
れ
ず
、
ま
す
ま
す
ご
活
躍
さ

れ
る
よ
う
願
っ
て
い
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
。

そ
の
後
、
ス
ポ
ー
ツ
賞
を
受
賞
し
た
伊
藤
吏

央
さ
ん
（
大
戸
瀬
中
２
年
）
が
、
「
監
督
や

コ
ー
チ
、
家
族
に
感
謝
し
、
今
後
も
故
郷
深

浦
の
た
め
に
頑
張
り
た
い
」
と
、
感
謝
の
こ

と
ば
を
述
べ
ま
し
た
。

　
個
人
、
団
体
と
も
に
県
内
だ
け
で
な
く
、

全
国
や
東
北
規
模
で
の
活
躍
が
光
る
表
彰
式

と
な
り
ま
し
た
。
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
、

今
後
も
多
方
面
で
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

文
化
賞

山
田

　律
子
（
無
職
　
７
区
）

川
柳
　
川
柳
信
濃
川
主
催
第
15
回
新
春
誌

上
大
会
　
第
２
位 

特
別
ス
ポ
ー
ツ
賞

古
川
　
　海
（
大
戸
瀬
中
１
年
　
関
）

日
本
リ
ト
ル
シ
ニ
ア
第
10
回
林
和
男
旗
杯

国
際
野
球
大
会
兼
東
北
連
盟
創
立
45
周
年

記
念
全
国
選
抜
野
球
大
会
　
第
３
位

ス
ポ
ー
ツ
賞

西
つ
が
る
中
学
校
選
抜
野
球
チ
ー
ム

大
谷
聖
夏
、
小
山
内
好
輝
、
西
崎
尊

人
、
吉
井
瑛
星

令
和
元
年
度
青
森
県
中
学
校
選
抜
交
流
大

会
　
優
勝

伊
藤

　吏
央
（
大
戸
瀬
中
２
年
　
北
金
ヶ

沢
２
区
）

令
和
元
年
度
第
29
回
青
森
県
中
学
校
新
人

陸
上
競
技
選
手
権
大
会
　
男
子
２
年
８
０

０
ｍ
第
１
位

堀
内
丈
一
郎
（
五
所
川
原
第
一
高
２
年

関
）令

和
元
年
度
秋
季
青
森
県
高
等
学
校
軟
式

野
球
選
手
権
大
会
兼
第
31
回
秋
季
東
北
地

区
高
等
学
校
軟
式
野
球
大
会
青
森
県
予
選

会
　
第
１
位

成
田

　健
登
（
会
社
員
　
12
区
）

第
74
回
市
町
村
対
抗
青
森
県
民
体
育
大
会

町
村
の
部
男
子
30
歳
未
満
　
50
ｍ
背
泳
ぎ

第
１
位
　
50
ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ
　
第
１
位

岩
根

　麻
羽
（
深
浦
中
２
年
　
追
良
瀬
）

第
44
回
青
森
県
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
卓
球
競
技
大
会
　
女
子
個
人
戦

第
１
位

工
藤

　怜
奈
（
五
所
川
原
高
２
年
　
北
金

ヶ
沢
３
区
）

令
和
元
年
度
青
森
県
高
体
連
空
手
道
専
門

部
秋
季
大
会
　
女
子
個
人
　
形
競
技
第
１

位
山
本

　光
美
（
八
戸
学
院
大
４
年
　
風
合

瀬
）第

72
回
東
北
学
生
陸
上
競
技
対
校
選
手
権

大
会
円
盤
投
げ
　
第
２
位

齊
藤

　唯
香
（
深
浦
小
講
師
　
北
金
ヶ
沢

１
区
）

第
74
回
市
町
村
対
抗
青
森
県
民
体
育
大
会

町
村
の
部
女
子
Ａ
　
１
０
０
ｍ
　
第
１
位

２
０
０
ｍ
　
第
１
位

山
本

　千
愛
（
保
育
士
　
風
合
瀬
）

第
74
回
市
町
村
対
抗
青
森
県
民
体
育
大
会

町
村
の
部
女
子
30
歳
以
上
　
50
ｍ
平
泳
ぎ

第
１
位
　
50
ｍ
自
由
形
　
第
１
位

 
 

ス
ポ
ー
ツ
奨
励
賞

深
浦
町
体
育
協
会
相
撲
部

山
崎
峰
雄
、
山
﨑
裕
介
、
藤
田
宗
希
、

七
戸
達
也
、
山
﨑
勇
志
、
小
島
久
和
、

長
谷
川
湧
哉
、
山
﨑
勇
真

第
74
回
市
町
村
対
抗
青
森
県
民
体
育
大
会

町
村
の
部
　
第
３
位

深
浦
町
体
育
協
会
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
部

蒲
田
正
則
、
本
田
昭
雄
、
会
津
正
彦
、

嶋
川
勝
治
、
七
戸
吉
三
、
加
藤
昭
一
、

小
松
セ
ツ
、
山
本
ミ
ワ
子

第
74
回
市
町
村
対
抗
青
森
県
民
体
育
大
会

町
村
の
部
　
第
３
位

今
　
　祐
真
（
深
浦
中
２
年
　
崎
の
町
）

県
民
共
済
杯
第
28
回
日
本
空
手
協
会
青
森

県
空
手
道
選
手
権
大
会
　
中
学
２
年
男
子

形
の
部
　
第
３
位

阿
部
　慈
昊
（
大
戸
瀬
中
２
年
　
柳
田
）

第
44
回
青
森
県
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
卓
球
競
技
会
　
男
子
個
人
戦
　

第
２
位

熊
谷
　颯
太
（
深
浦
中
３
年
　
横
磯
）

第
44
回
青
森
県
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
卓
球
競
技
会
　
男
子
個
人
戦
　

第
３
位

工
藤
　碧
流
（
大
戸
瀬
中
３
年
　
北
金
ヶ

沢
３
区
）

県
民
共
済
杯
第
28
回
日
本
空
手
協
会
青
森

県
空
手
選
手
権
大
会
　
中
学
３
年
男
子
　

形
個
人
　
第
３
位

齊
藤
　涼
太
（
齊
敏
機
械
ヤ
ン
マ
ー
デ
ィ

ー
ゼ
ル
　
北
金
ヶ
沢
１
区
）

第
74
回
市
町
村
対
抗
青
森
県
民
体
育
　
町

村
の
部
男
子
Ａ
　
４
０
０
ｍ
　
第
２
位
　

１
５
０
０
ｍ
　
第
２
位

兼
平

　
　杏
（
大
戸
瀬
中
２
年
　
田
野

沢
）第

44
回
青
森
県
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
卓
球
競
技
会
　
女
子
個
人
戦
　

第
３
位

小
島
　千
奈
（
五
所
川
原
工
業
高
３
年
　

関
）令

和
元
年
度
青
森
県
春
季
陸
上
競
技
選
手

権
大
会
　
女
子
ハ
ン
マ
ー
投
げ
　
第
３
位

ジュニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
賞

工
藤
　至
流
　
（
修
道
小
４
年
　
北
金
ヶ

沢
３
区
）

県
民
共
済
杯
第
28
回
日
本
空
手
協
会
青
森

県
空
手
道
選
手
権
大
会
　
錬
成
平
安
　
小

学
二
部
　
形
　
優
勝

三
浦
　佑
月
（
い
わ
さ
き
小
５
年
　
岩
崎

下
）第

16
回
全
国
ホ
ー
プ
ス
選
抜
卓
球
大
会
県

予
選
　
４
年
生
女
子
の
部
　
優
勝

ジュニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
奨
励
賞

大
川
　智
生
（
修
道
小
３
年
　
北
金
ヶ
沢

２
区
）

第
11
回
西
北
五
春
季
陸
上
競
技
選
手
権
大

会
　
３
年
男
子
　
１
０
０
ｍ
　
第
３
位

鈴
木
直
太
朗
（
深
浦
小
６
年
　
３
区
）

第
12
回
西
北
五
小
学
生
秋
季
陸
上
競
技
選

手
権
大
会
　
共
通
男
子
１
５
０
０
ｍ
　
第

１
位

大
谷
明
日
華
（
い
わ
さ
き
小
２
年
　
沢

辺
）全

農
杯
２
０
１
９
年
全
日
本
卓
球
選
手
権

大
会
青
森
県
予
選
　
バ
ン
ビ
の
部
　
女
子

シ
ン
グ
ル
ス
　
第
３
位

日
沼
　舞
矢
（
い
わ
さ
き
小
２
年
　
岩
崎

上
）全

農
杯
２
０
１
９
年
全
日
本
卓
球
選
手
権

大
会
青
森
県
予
選
　
バ
ン
ビ
の
部
　
女
子

シ
ン
グ
ル
ス
　
第
３
位

　
　

令
和
元
年

深
浦
町
文
化
賞・ス
ポ
ー
ツ
賞

唯一文化賞を受賞した山田さん（右）特別スポーツ賞を受賞した古川さん（右）

受賞者の皆さん
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令
和
元
年
深
浦
町
文
化
賞
及
び
ス
ポ
ー
ツ

賞
表
彰
式
が
２
月
６
日
、
町
民
文
化
ホ
ー
ル

で
開
催
さ
れ
、
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
の
各
種
大

会
で
優
れ
た
成
績
を
挙
げ
た
個
人
23
人
と
３

団
体
に
、
表
彰
状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。

　
式
典
で
は
、
吉
田
町
長
が
「
た
ゆ
ま
ぬ
努

力
と
鍛
錬
を
重
ね
、
深
浦
町
の
名
声
を
高
め

る
活
躍
を
し
て
く
れ
た
。
指
導
者
の
方
々
、

支
え
て
く
れ
る
家
族
、
そ
し
て
地
域
の
人
々

へ
の
感
謝
を
忘
れ
ず
、
ま
す
ま
す
ご
活
躍
さ

れ
る
よ
う
願
っ
て
い
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
。

そ
の
後
、
ス
ポ
ー
ツ
賞
を
受
賞
し
た
伊
藤
吏

央
さ
ん
（
大
戸
瀬
中
２
年
）
が
、
「
監
督
や

コ
ー
チ
、
家
族
に
感
謝
し
、
今
後
も
故
郷
深

浦
の
た
め
に
頑
張
り
た
い
」
と
、
感
謝
の
こ

と
ば
を
述
べ
ま
し
た
。

　
個
人
、
団
体
と
も
に
県
内
だ
け
で
な
く
、

全
国
や
東
北
規
模
で
の
活
躍
が
光
る
表
彰
式

と
な
り
ま
し
た
。
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
、

今
後
も
多
方
面
で
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

文
化
賞

山
田

　律
子
（
無
職
　
７
区
）

川
柳
　
川
柳
信
濃
川
主
催
第
15
回
新
春
誌

上
大
会
　
第
２
位 

特
別
ス
ポ
ー
ツ
賞

古
川
　
　海
（
大
戸
瀬
中
１
年
　
関
）

日
本
リ
ト
ル
シ
ニ
ア
第
10
回
林
和
男
旗
杯

国
際
野
球
大
会
兼
東
北
連
盟
創
立
45
周
年

記
念
全
国
選
抜
野
球
大
会
　
第
３
位

ス
ポ
ー
ツ
賞

西
つ
が
る
中
学
校
選
抜
野
球
チ
ー
ム

大
谷
聖
夏
、
小
山
内
好
輝
、
西
崎
尊

人
、
吉
井
瑛
星

令
和
元
年
度
青
森
県
中
学
校
選
抜
交
流
大

会
　
優
勝

伊
藤

　吏
央
（
大
戸
瀬
中
２
年
　
北
金
ヶ

沢
２
区
）

令
和
元
年
度
第
29
回
青
森
県
中
学
校
新
人

陸
上
競
技
選
手
権
大
会
　
男
子
２
年
８
０

０
ｍ
第
１
位

堀
内
丈
一
郎
（
五
所
川
原
第
一
高
２
年

関
）令

和
元
年
度
秋
季
青
森
県
高
等
学
校
軟
式

野
球
選
手
権
大
会
兼
第
31
回
秋
季
東
北
地

区
高
等
学
校
軟
式
野
球
大
会
青
森
県
予
選

会
　
第
１
位

成
田

　健
登
（
会
社
員
　
12
区
）

第
74
回
市
町
村
対
抗
青
森
県
民
体
育
大
会

町
村
の
部
男
子
30
歳
未
満
　
50
ｍ
背
泳
ぎ

第
１
位
　
50
ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ
　
第
１
位

岩
根

　麻
羽
（
深
浦
中
２
年
　
追
良
瀬
）

第
44
回
青
森
県
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
卓
球
競
技
大
会
　
女
子
個
人
戦

第
１
位

工
藤

　怜
奈
（
五
所
川
原
高
２
年
　
北
金

ヶ
沢
３
区
）

令
和
元
年
度
青
森
県
高
体
連
空
手
道
専
門

部
秋
季
大
会
　
女
子
個
人
　
形
競
技
第
１

位
山
本

　光
美
（
八
戸
学
院
大
４
年
　
風
合

瀬
）第

72
回
東
北
学
生
陸
上
競
技
対
校
選
手
権

大
会
円
盤
投
げ
　
第
２
位

齊
藤

　唯
香
（
深
浦
小
講
師
　
北
金
ヶ
沢

１
区
）

第
74
回
市
町
村
対
抗
青
森
県
民
体
育
大
会

町
村
の
部
女
子
Ａ
　
１
０
０
ｍ
　
第
１
位

２
０
０
ｍ
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観光産業を牽引する「ウェスパ椿山」 黒字化を目指すガラス工房「HOO（フー）」

（株）ふかうら開発、経営健全化を期す（株）ふかうら開発、経営健全化を期す（株）ふかうら開発、経営健全化を期す
～抜本的改革プラン2019の概要～

　（株）ふかうら開発は、平成元年10月に町及び民間資金によって設立されました。
　以来、深浦町の魅力を県内外に広く発信することで地域産業の活性化と若者定住の促進に努め、平成
４年度から14年度まで海中探勝遊覧船「ミエールふかうら」を運行し（平成15年４月廃止）、平成７年度
からはウェスパ椿山の管理運営、さらには、つるつるわかめを開発して全国販売するなど、当町におけ
る観光産業を牽引してきました。
　しかしながら、ここ数年は全国各地で発生する自然災害が影響して売上が減少傾向にあり、経費削減
に努めているものの厳しい経営状況が続いています。
　総務省は、地方公共団体に相当程度の財政的なリスクが存在する第三セクター等において経営が著し
く悪化している場合は、抜本的改革を含む経営健全化に速やかに取り組むよう要請しており、このよう
な国の指導や第三セクターとしての責務を果たすため、このたび、（株）ふかうら開発経営会議におい
て経営健全化に向けた抜本的改革プラン（改革期間2019～2025）を策定しましたので、その概要をお知
らせします。

１　（株）ふかうら開発の現状
　つるつるわかめがメディアで取り上げられた平成22～24年度は、売上が大きく向上して黒字決算とな
りましたが、その後は売上の減少により赤字決算が続き、平成27年度決算において債務超過となりまし
た。
　平成28年度からは、スクールバスや診療所バスの運行委託により当期利益を計上して若干の改善を見
せたものの、平成30年度決算では1,273万円の当期損失を計上し、債務超過額は1,604万円、累積欠損金
は22,604万円となっています。

２　経営健全化に向けた取組み
　経費削減と営業強化に引き続き努めるとともに、本改革プランにおいては、経営健全化に向けた次の
７つの取組みを実施します。

　（株）ふかうら開発は資本金が210,000千円であるため大企業に分類され、経営状況が厳しい中にあっ
ても大企業と同様の法人事業税（外形標準課税）を納付しています。このため、会社の実態に即した資
本金に減少することで節税を図るとともに、その補填によって累積欠損金を圧縮し資本構成を改善させ
ます。さらに、町からの貸付金によって財務基盤の安定化を図ります。
　また、不採算部門となっている「水産加工岩崎工場」と楽天市場「ふかうら本舗」は閉鎖します。
　海の駅まるごと市場内にオープンした「まるはまらあめん」については、町中心部の賑わいの創出効
果と営業損益の状況を確認しながら、営業継続の不可を判断していきます。
　ウェスパ椿山のガラス工房は、当初の計画通りに風力発電による電気溶解炉を稼働させることができ
ず、電気代が重荷となっているため閉鎖を検討しましたが、ガラス製品の取引が増加傾向にあること、
及び施設閉鎖が町全体への観光誘客に悪影響を及ぼす懸念があることから、電気代の半額相当を町が負
担することで2022年度までに施設単独での黒字化を目指します。
　このうえで、オープンから20年以上経ったウェスパ椿山は、新たな視点によるコンセプト変更を行い
ながらブランドの再構築を図り売上向上に努めます。

３　抜本的改革プランの進捗管理と今後の取組
　本改革プランの進捗は、今後も（株）ふかうら開発経営会議において管理していきます。
　また、2020～2022年度を改革前期（重点期間）、2023～2025年度を改革後期と位置付け、前期にお
いてガラス工房及び水産加工深浦工場の黒字化が困難と判断される場合は、当該事業の廃止を含めた更
なる経営改革（経営資源の集中化による業績向上）に努めていきます。
　地域経済が低迷し、人口減少が著しい中にあって、第三セクターである（株）ふかうら開発が地域で
果たす役割は依然として大きいことから、改革プランに則り、町と会社が一丸となって経営健全化に不
断の努力をしてまいりますので、ご理解とご協力をお願いします。
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実施時期 取組効果

減資（資本金を65％減少）

運転資金を町から貸付（30,000千円）

水産加工岩崎工場の閉鎖

楽天市場「ふかうら本舗」の閉鎖

まるはまらあめんの営業継続の検討
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令和2年3月

令和2年3月
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岩
谷
勇
さ
ん
（
岩
崎
下
）
が
、
２
月
16
日

に
（
リ
ン
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル
青
森
）

で
行
わ
れ
た
津
軽
民
謡
青
森
県
大
会
に
お
い

て
、
見
事
66
代
王
座
に
輝
き
、
町
長
へ
報
告

に
訪
れ
ま
し
た
。

　
津
軽
民
謡
は
、
民
謡
の
中
で
も
最
も
難
し

く
歌
い
き
る
の
に
も
か
な
り
の
体
力
を
使
い

ま
す
。
今
年
で
78
歳
と
い
う
岩
谷
さ
ん
は
、

日
頃
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
や
体
調
管
理
を
徹
底

し
、
老
若
男
女
が
参
加
す
る
民
謡
大
会
へ
エ

ン
ト
リ
ー
。
有
力
な
歌
い
手
を
お
さ
え
、
見

事
グ
ラ
ン
プ
リ
に
輝
き
ま
し
た
。
今
回
、
66

代
王
座
に
輝
い
た
岩
谷
さ
ん
に
お
話
を
伺
い

ま
し
た
。

　̶

78
歳
で
王
座
。
何
か
秘
訣
は
？̶

　
早
起
き
を
し
、
散
歩
し
な
が
ら
西
海
岸
の

空
気
を
吸
う
。
そ
し
て
ふ
か
う
ら
雪
人
参
、

リ
ン
ゴ
、
キ
ャ
ベ
ツ
、
ピ
ー
マ
ン
、
玉
ね
ぎ
、

ト
マ
ト
を
ミ
キ
サ
ー
で
撹
拌
し
た
オ
リ
ジ
ナ

ル
の
野
菜
ジ
ュ
ー
ス
を
自
分
で
作
り
、
毎
朝

飲
ん
で
い
る
。
そ
の
お
か
げ
で
６
，
７
年
風

邪
も
ひ
い
て
い
な
い
。

̶

王
座
に
輝
い
た
と
き
、
ど
の
よ
う
な
心
境

だ
っ
た
か̶

　
前
回
、
全
国
の
民
謡
大
会
で
も
グ
ラ
ン
プ

リ
を
取
っ
た
こ
と
が
あ
る
が
、
青
森
県
の
１

番
は
全
国
よ
り
も
嬉
し
い
。
な
ぜ
な
ら
、
津

軽
民
謡
は
と
て
も
難
し
く
、
青
森
県
は
そ
の

中
で
も
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
。
若
い
人
た
ち
や
実

　
深
浦
町
の
特
産
品
「
ふ
か
う
ら
雪
人
参
」
を
使
っ
た
料
理
講
習

会
が
２
月
18
日
、
深
浦
公
民
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
講
師
は
現
在
も
プ
ロ
の
料
理
人
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
井
上
遊

太
シ
ェ
フ
。
井
上
シ
ェ
フ
は
、
フ
ラ
ン
ス
料
理
や
イ
タ
リ
ア
料
理

を
学
び
、
ミ
ラ
ノ
で
は
ト
ッ
プ
シ
ェ
フ
と
し
て
世
界
中
の
人
々
の

舌
を
う
な
ら
せ
て
き
ま
し
た
。
現
在
は
自
分
で
作
っ
た
「
味
噌
」

を
メ
イ
ン
と
し
た
料
理
を
手
掛
け
、
鎌
倉
な
ど
に
レ
ス
ト
ラ
ン
を

構
え
て
い
る
凄
腕
の
持
ち
主
で
す
。

　
メ
イ
ン
と
な
る
「
ふ
か
う
ら
雪
人
参
」
と
、
井
上
シ
ェ
フ
が
作

（１）ふかうら雪人参味噌チキンカレー（4人分）

材料：鶏もも肉（400ｇ）、人参【カレールー用】（70ｇ）、
人参【具材用】（70ｇ）、玉ねぎ（50ｇ）、トマトダイ
ス缶（240ｇ）、カレー粉（７ｇ）、ガーリックパウ
ダー（２ｇ）、塩（６ｇ）、生クリーム（150ml）、水
（100ml）、味噌（小さじ２杯）、三温糖（適量）

①材料をカットする。鶏もも肉を８分の１にカットする。
人参、玉ねぎはみじん切りにする。
②鍋にサラダ油をひいて鶏肉、人参、玉ねぎを炒める。塩
とガーリックパウダーを入れてなじんだらカレー粉
を入れてなじませる。
③具材が混ざったら、トマト缶を入れて水、塩、味噌を入
れて２時間くらい煮込む。
④鶏もも肉が柔らかくなったら、仕上げに濃度を確認し
て、生クリームと三温糖で味を決めて完成。

（２）ふかうら雪人参の味噌バター焼き

材料：人参（300ｇ）、無塩バター（100ｇ）、味噌（34ｇ）、
ネギ（10ｇ）、ガーリックパウダー（２ｇ）、黒コシ
ョウ（２ｇ）

①人参をイチョウ切りにカットする。
②人参を茹でて、竹串がスッと入るくらい茹でる。
③フライパンにバター、味噌、ネギ、ガーリックパウダー、
黒コショウを入れてソースを作る。
④人参と和えてからめて完成。

（３）ふかうら雪人参とリンゴのジュース

材料：人参（120ｇ）、りんご（280ｇ）、はちみつ（30ｇ）
①材料をミキサーに回す。しっかり撹拌する。
②グラスに注いで完成。

レシピを大公開！

力
者
を
お
さ
え
て
の
王
座
は
本
当
に
嬉
し
か

っ
た
。
目
が
潤
ん
で
し
ま
っ
た
。

　
ま
た
、
こ
の
舞
台
に
立
て
た
こ
と
、
最
高

の
尺
八
奏
者
と
の
共
演
も
で
き
、
ず
っ
と
や

っ
て
き
て
よ
か
っ
た
と
思
う
。

̶

こ
れ
か
ら
の
抱
負
は̶

　
王
座
に
選
ば
れ
、
み
ん
な
に
祝
福
さ
れ
て

と
て
も
嬉
し
か
っ
た
。
町
の
イ
ベ
ン
ト
等
で

ぜ
ひ
町
民
の
皆
さ
ん
に
聞
い
て
も
ら
い
た
い
。

こ
れ
か
ら
も
若
い
者
に
も
負
け
ず
、
深
浦
町

の
認
知
向
上
の
た
め
に
も
歌
い
続
け
た
い
。

岩
谷

　勇
さ
ん
（
岩
崎
下
）

津
軽
民
謡
で
66
代
王
座
に
輝
く

っ
た
「
味
噌
」
が
コ
ラ
ボ
し
、
主
役
を
さ
ら
に
美
味
し
く
い
た
だ

け
る
メ
ニ
ュ
ー
を
20
人
の
参
加
者
と
と
も
に
作
り
ま
し
た
。
作
業

中
は
料
理
に
関
す
る
悩
み
や
質
問
な
ど
、
井
上
シ
ェ
フ
に
聞
い
て

も
ら
い
、
和
気
あ
い
あ
い
と
し
た
講
習
会
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　
今
回
作
っ
た
メ
ニ
ュ
ー
は
「
ふ
か
う
ら
雪
人
参
味
噌
チ
キ
ン
カ

レ
ー
」
「
ふ
か
う
ら
雪
人
参
の
味
噌
バ
タ
ー
焼
き
」
「
ふ
か
う
ら

雪
人
参
り
ん
ご
ジ
ュ
ー
ス
」
。
ふ
か
う
ら
雪
人
参
の
甘
さ
が
引
き

立
つ
メ
ニ
ュ
ー
ば
か
り
で
、
参
加
者
も
舌
鼓
を
う
っ
て
い
ま
し
た
。
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まちか
ど

深浦町総合戦略課　企画調整係
電話　74－2122

みなさんの身近な話題・行事・出来事
などの情報をお寄せ下さい。 ウォッチングウォッチング

　「しらかみヘルスアップセミナ
ー」がアオーネ白神十二湖で開催
されました。
　セミナーは健康推進課とアオー
ネ白神十二湖が共催したもので、健康ワークシ
ョップ（下肢筋力チェック・骨密度測定）、ヨ
ガ、ハーブティーの試飲、アロマオイルを使用
したフットバス体験、セルフフットケアなどの
充実したメニューで、こころとからだのメンテ
ナンスに取り組みました。
　※健康推進課では、住民の皆さんから「友達
同士で集まるので運動を教えてほしい」「地区
の集まりで健康に関する講話や運動指導してく
れる先生を紹介してほしい」などのご要望があ
れば、できる限り対応しております。お気軽に
ご相談ください。

深浦町小学校卓球大会新人戦
　２月１日、町民体育館で深浦町小学校卓
球大会新人戦が開催され、町内の小学生１
６人の選手が参加して熱戦が繰り広げられ
ました。
　各種目の結果は次のとおり。
【４・５年男女の部】
準決勝　三浦　佑月（白神ジュニア）　３－０　佐藤　昂誠（修道卓球クラブ）
準決勝　舘口　　凛（深浦卓球クラブ）　３－２　西﨑　栞望（深浦卓球クラブ）
決　勝　三浦　佑月（白神ジュニア）　３－０　舘口　　凛（深浦卓球クラブ）

【３年以下男女の部】
準決勝　日沼　舞矢（白神ジュニア）　３－０　吉田　圭希（深浦卓球クラブ）
準決勝　大谷明日華（白神ジュニア）　３－２　舘口　侑生（深浦卓球クラブ）
決　勝　日沼　舞矢（白神ジュニア）　３－０　大谷明日華（白神ジュニア）

２／
１

息ぴったりの演技にうっとり
　町連合婦人会主催の芸能発表会が
２月16日、フィットネスプラザゆ
とりで行われ、約200人の観衆が踊
りや歌を楽しみました。
　９回目を迎えた芸能発表会は深浦、大戸瀬、
岩崎の支部に分かれ、踊りやカラオケなど28演
目を披露しました。
　色鮮やかな衣装でのコミカルな踊りや艶やか
な着物を着た新舞踊など多種多様な芸で会場を
沸かせていました。
　演者らの息が合い見事に揃った演舞に、集ま
った観客は歓声を上げていました。

２／
16

※写真左から、
前列（２・３年以下男女の部）舘口さん、吉田さん、大谷さん、日沼さん
後列（４・５年男女の部）佐藤さん、西﨑さん、舘口さん、三浦さん

兼平さん、100歳を迎える
　兼平さきさんは1920年（大正９年）、
鰺ヶ沢町大字種里生まれ。たくさんの子ど
も、孫、ひ孫に恵まれました。
　兼平さんは、これまでの思い出について、夫婦で沖
縄旅行に行ったことが印象に残っているとのことで、
くよくよしないことが長生きの秘訣だそうです。
　元気な兼平さんは、近所の皆さんと一緒にお茶を飲
むことが楽しみだそうです。
　この日100歳を迎えた兼平さんは、子どもや孫たち
に囲まれ、とても嬉しそうな顔をしていました。

　青森朝日放送の番組企画「夢はここからプロジェク
ト」で深浦小５年の江村日瑚さんが、自分で作ったパン
を海の駅ふかうら「深浦まるごと市場」で販売しました。
　きっかけは、「魔法のパン屋さんを開店したい」という夢の作文
を青森朝日放送社へ送ったこと。江村さんは今年の２月に東京でシ
ェフパティシエの成田一世氏（むつ市出身）にパン作りを教わりま
した。
　当日は販売開始前から多くの方が並び、販売開始と同時に次々と
江村さんの手作りパンが購入されていき、なんと20分程で完売。江
村さんは夢に一歩近づきました。
　この番組企画は、３月28日（土）13時から青森朝日放送で放送さ
れます。
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こころとからだを健康に！
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「魔法のパン屋さん」の開店です！
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病院・施設等からの搬送は安心の緑ナンバー車で！

「一般貨物自動車運送事業(霊柩)第497号」

365日・24時間受け付けております。

家族葬から一般葬・社葬までご予算に応じた 

御葬儀を提案・施工いたします。

霊安室（兼 家族葬スペース）完備 
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歯 大集合を大切に
１月に行われた３歳児健診で、むし歯がなかった子どもたちを紹介します

　むし歯を作る原因の一つである歯垢は、食事の後の食べかすのことではなくネバネバと歯にくっついた細菌
の塊です。歯垢1mg中には約600種類の細菌が約1～２億個以上も住み着いています。
　歯垢は、白色または黄白色をしており、歯の表面にしっかりと付着していて強くうがいしても落ちません。
食事をしたあと歯をみがかずそのままにしていると、８時間ほどで歯垢が作られます。歯垢をそのままにして
いるとむし歯の原因菌が食物や飲み物の中の糖分を栄養としてどんどん増え、歯の表面を溶かしてむし歯をつ
くります。
　食べたら歯をみがく歯みがき習慣をつけて、仕上げみがきできちんと歯垢を取り除きましょう。
ぶくぶくうがいができるようになったお子さんには、フッ化物入りの歯みがき剤を使用し歯をみがき、歯の質
を強くすることがむし歯予防にとても効果的です。もちろんアメやチョコレートなどの甘い食べ物を控えるこ
とも大事です。

むし歯予防の
豆知識

町村合併15周年記念誌「（仮）深浦のあゆみ」　特別コラム
　来年度末に刊行を予定している15周年記念誌の編集・執筆を担当くださる編集委員の皆さんに、コラム
を掲載いただいております。

　～大間越の二宮金次郎像～
深浦のあゆみ編集委員会　委員　髙瀬　雅弘

　本年１月号で紹介された大間越関所跡のほど近く、日本海を望める一角に、二宮金次郎像が建っていま
す。子どもらしいふっくらとした頬とは対照的に、真摯なまなざしで左手の本を見つめています。近年、
教育現場では再び二宮金次郎にスポットが当てられ、昨年には県内で映画の上映もありました。そしてこ
の銅像は、かつてここに学校があったことを物語っています。
　大間越地区に学校が設置されたのは、1875（明治８）年３月のことです。近世にこの場所に置かれて
いた御仮屋（藩主の領内巡見の際の宿泊所）跡の建物を校舎として、大間越小学が発足しました。1911
（明治44）年４月、黒崎小学校の大間越分教場（１年から４年生までが通う）となった後、1951（昭和
26）年４月に大間越小学校として独立昇格しました。
　金次郎像の台座には、「孝」の文字があり、背後には「皇紀二千六百年爲記念建之　昭和十五年四月　
大間越青年團」と刻まれています。「皇紀二千六百年」を記念した金次郎像建立は、全国的なブームでし
た。建立したのは、分教場を総会の会場などに利用していた地域の青年団です。小さな分教場に立派な金
次郎像を建立してしまうあたり、当時の大間越の青年たちの意気込みや存在の大きさがわかります。
　独立昇格の際、敷地内に津梅図書館も設置され、3,500冊の蔵書が地域の人々に供されました。学校と
地域の結びつきの強さは、金次郎像移設の際、多くの人々が集まって作業する写真からも伝わってきます。
　昭和30年代には150人近い児童が在籍していた大間越小学校も、40年代に入るとその数は急減し、
1972（昭和47）年３月、黒崎小学校と合併して岩崎南小学校となり、100年近い歴史に幕を下ろします。
岩崎南小学校も、2004（平成16）年４月に岩崎小学校と合併し、いわさき小学校となって今日に至ります。
30年代には分校を含めて20校あった深浦町地域の小学校は、現在３校にまで減少しています。少子化に
よって学校は全国的にその数を減らしていますが、深浦町内では跡地に新たな役割が与えられるケースも
見られます。2011（平成23）年１月、大間越地区コミュニティセンターが、従来の建物に代わって新築
されました。この場所は、学校が失われたのちも、地域社会の中心であり続けているのです。
　敷地には金次郎像だけでなく、学校時代の門柱の１本（「昇格記念　津梅図書館」という文字が読めま
す）が残り、反対側のコミュニティセンターの看板の足元には、「岩崎村立　大間越小学校」の表札が埋
め込まれています。地区の皆さんが、学校の記憶をとても大切にされていることがよくわかります。30
年あまりの間、毎年３月には巣立っていく子どもたちを見送ってきた金次郎像は、今もなお学校時代の思
い出を静かに語っています。こうした場所やモノに込められた皆さんの学びや暮らしの記憶をお寄せいた
だければ幸いです。（弘前大学教育学部教授）

 　

写真１　二宮金次郎像の移設作業（昭和40年代）＝深浦町教育委員
　　　　会所蔵

写真２　現在の大間越小学校跡　金次郎像と門柱、そして立派な
　　　　松の木が往時の記憶を伝える
　　　　　　　　　　（2019（令和元）年11月撮影）
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深浦診療所つうしん　No.4

「熱のこもった話」

　まずは、前回、字数の関係で書ききれなかったアルコール消毒液を使った予防方法の注意点について
補足します。
　高濃度のアルコール消毒液は、床のフローリングの表面を変色させてしまいます。床などの広い範囲
の消毒には、ハイターやミルトンなどの次亜塩素酸を使用します。ただし、次亜塩素酸の希釈液は作り
置きをしておくと揮発してしまいますので、使用する直前に必要な分だけ希釈液を作るのが原則です。
　余談ながら、次亜塩素酸は、下痢を起こすノロウイルスの拡散予防の消毒に使用します。ノロウイル
ス、ロタウイルスといった下痢を起こすようなウイルスは普通のアルコールに対して抵抗力を持ってい
るからです。

　さて、本題に入ります。
風邪をひいても、インフルエンザになっても、新型コロナウイルスに感染しても、程度の差はあります
が「発熱」します。　
　身体に菌やウイルスが入り込むとなぜ熱が出るのでしょうか？
　熱は、菌やウイルスが出しているのではなくて、身体自身が出しているものです。身体に入り込んだ
菌やウイルスを身体から排除するためには白血球が動員されます。ある程度高い熱にあるほうが白血球
の働きが活発になりますので、身体の体温中枢が命令して身体に体温をあげて発熱状態にします。それ
が「発熱」です。
「発熱」は、身体を守るための防御反応の一つというわけです。
　同様に、鼻水や咳はどうして起きるのでしょうか？
　気管支や咽頭、喉頭などに菌やウイルスが入り込んでくると、身体は分泌物を出してそれらを体外に
出そうとします。さらに身体の白血球が動員されて、入り込んだ菌やウイルスと闘います。　
　生きた菌やウイルス、そして、白血球が殺した菌やウイルス、身体が出した分泌物、それらが混ざっ
たものが、痰や鼻水になって、咳やくしゃみとともに外に出ます。
　このような症状がある人にはマスクをさせて病原体をまき散らせないようにする必要があります。症
状がない人がマスクをしても意味がありません。
　発熱や咳や鼻水は身体の防御反応であるという話をしました。
　安易に「解熱剤」で、熱を下げてしまったり、鼻
炎薬や鎮咳薬で咳や鼻水を止めてしまうと、かえっ
て治りを遅らせてしまったり、重症化させてしまう
可能性があります。
　新型コロナやインフルエンザに限らず、普通の風
邪でも、何らかの症状がある人は誰でも簡単に仕事
や学校を休めるような社会にならなければ感染症の
流行は無くなりません。

深浦診療所　所長　吉 岡 秀 樹

　健康万歩計は、西北五医師会が、皆
さんが健康で元気に過ごすための必要
な情報を提供し、ドクターからのアド
バイスを紹介するコーナーです。

原 　　信　哉　先生
はら眼科　院長

今月のドクター

検索

健康
万歩計
健康
万歩計

　もう少しで春を迎え、春から保育園、幼稚園、小中学校

に入学する子供達がたくさんいると思います。その前に眼

科での健診は受けましたか？いうまでもなく、日常生活で

“見える”ということは非常に大切です。今回は子供の視

力について述べたいと思います。

　図1の通り、生まれたての赤ちゃんはほとんど見えませ

ん。３歳頃までに視力は急速に発達し、小学校入学までに

は1.0まで見えるようになります。しかし、この過程でし

っかり光の刺激が眼の奥にある神経(網膜と言います)に届

かないと、視力が発達しないままとなってしまうことがあ

ります。これを弱視といいます。視力の発達する期間（感

受性期間）を過ぎてから発見しても、治療することができ

ないため、子供の視力障害はなるべく早期に発見すること

が非常に重要です。そのために大切なのが３歳児健診で

す。

　視力が発達せず、弱視になってしまう理由は大きく２つ

あります。一つは光が通る部分に異常がある場合、もう一

つは強い屈折異常がある場合です。

⑴　光が通る部分に異常がある場合

　光は角膜、水晶体、硝子体と呼ばれる部分を通って眼の

奥にある神経(網膜)に届きます。この途中に異常があると

うまく網膜に光が到達しないため、弱視となる可能性があ

ります。

⑵　強い屈折異常がある場合

　図２のように、生下時より幼少期は遠視・遠視性乱視

（遠視＋乱視）が多く見られます。小児は大人よりもずっ

と強い調節力を持っているため、多少の遠視は問題ありま

せんが、遠視が非常に強くなると、ぼんやりしかみえない

ため弱視になってしまうことがあります。加えて、過剰な

調節により斜視を引き起こすこともあります。近視の場合

は、近くのものははっきり見えるため、弱視にはなりにく

いですが、遠くが見えない状態はますます近視を進行させ

ること可能性もあります。以上のことから、小さなお子さ

んであっても、強い屈折異常がある場合には眼鏡が必要に

なることがあります。少し不便を強いることになります

が、将来にわたって少しでもいい視力を残して上げるため

には重要なことです。

　子供達は、視力が悪くても慣れてしまうことも多く、自

分の目に異常があることをうまく周囲に発信できず、異常

を発見するのが遅れてしまうことがあります。３歳児健診

ではお家で視力を測ってもらいます。嫌がってうまくでき

ないこともあると思いますが、繰り返ししっかり測定して

あげてください。また、健診前であっても、左右の視線が

ずれている、首を傾けてものを見る、片眼を隠すと嫌が

る、瞳孔（瞳の部分）が白いなどの症状がある場合は、ぜ

ひ眼科で診察を受けてください。

　家族みんなで下記に注意して眼に負担をかけない生活を

心がけましょう。

○正しい姿勢で読書や勉強をする

○本との距離は30cm以上離す

○スマホやゲーム、パソコンは30分やったら必ず眼を休

める

大切にしたい子供の眼
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で
す
。

【
感
想
】

・
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
、
運
営
す
る
に
は
た
く
さ
ん

の
企
業
や
人
が
関
わ
っ
て
い
る
と
知
り
驚
き
ま
し

た
。
ま
た
、
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
は
様
々
な

こ
と
に
挑
戦
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
言
葉

が
印
象
的
で
し
た
。
　
　
　
　
【
徳
田
吏
久
斗
】

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
は
知
る
こ
と
が
で
き
な
か

っ
た
情
報
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
れ
と

同
時
に
新
た
な
疑
問
点
も
出
て
き
ま
し
た
。
ま
ず

は
た
く
さ
ん
の
人
た
ち
に
町
の
取
り
組
み
を
知
っ

て
も
ら
う
た
め
に
、
ち
ょ
っ
と
し
た
こ
と
で
も
発

信
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

【
坂
崎
　
優
杏
】

３
年
次

　卒
業
に
向
け
て

　
３
年
次
で
は
２
月
12
日
（
水
）
、
19
日
（
水
）

に
そ
れ
ぞ
れ
「
年
金
講
座
」
、
「
租
税
教
室
」
を

実
施
し
ま
し
た
。
「
年
金
講
座
」
に
は
弘
前
年
金

事
務
所
か
ら
、
「
租
税
教
室
」
に
は
青
森
税
務
署

か
ら
外
部
講
師
を
招
い
て
、
社
会
人
と
し
て
こ
れ

か
ら
必
要
に
な
る
年
金
と
納
税
に
つ
い
て
お
話
を

し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
以
下
は
参
加
者
３
年
次
生

の
感
想
で
す
。
卒
業
後
は
就
職
す
る
者
と
進
学
す

る
者
と
そ
れ
ぞ
れ
の
道
を
歩
ん
で
い
き
ま
す
が
、

こ
れ
か
ら
の
生
活
を
イ
メ
ー
ジ
し
な
が
ら
耳
を
傾

け
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。

【
年
金
講
座
】

・
年
金
に
つ
い
て
テ
レ
ビ
で

聞
い
た
こ
と
は
あ
っ
た
け
れ

ど
、
詳
し
く
理
解
し
て
い
ま

せ
ん
で
し
た
。
私
は
進
学
し

ま
す
が
、
猶
予
の
手
続
き
が

毎
年
あ
る
の
で
忘
れ
ず
に
行

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思

い
ま
し
た
。【
斉
藤
　
紫
咲
】

・
年
金
に
も
様
々
な
種
類
が
あ
る
と
知
り
驚
き
ま

し
た
。
将
来
何
か
あ
っ
た
と
き
の
た
め
に
会
社
か

ら
も
ら
え
る
給
料
か
ら
毎
月
天
引
き
さ
れ
る
と
知

り
安
心
し
ま
し
た
。
　
　
　
　
【
七
戸
　
香
純
】

【
租
税
教
室
】

・
消
費
税
や
住
民
税
に
つ
い
て
は
知
っ
て
い
ま
し

た
が
、
車
を
所
有
し
て
も
税
金
が
か
か
る
と
い
う

こ
と
は
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
社
会
人
と
し
て
生

き
て
い
く
た
め
に
は
た
く
さ
ん
の
税
金
を
払
わ
な

け
れ
ば
な
ら
ず
、
大
変
だ
な
と
感
じ
ま
し
た
。

【
前
田
　
一
輝
】

・
税
に
は
様
々
な
種
類
が
あ
り
、
日
本
で
は
ほ
ぼ

平
等
に
徴
収
さ
れ
、
様
々
な
事
情
に
応
じ
て
控
除

し
て
も
ら
え
る
な
ど
詳
し
い
仕
組
み
が
分
か
り
ま

し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
小
野
琳
々
香
】

【
３
・
４
月
の
行
事
予
定
】

３
月
19
日（
木
）再
募
集
学
力
検
査
日

　
　
23
日（
月
）１
年
次
総
合
的
な
探
究
の
時
間
校

　
　
　
　
　
　
内
発
表
会
（
２
、
３
校
時
）

　
　
24
日（
火
）入
学
予
定
者
説
明
会
（
午
後
）

　
　
25
日（
水
）修
了
式
・
離
任
式

　
　
26
日（
木
）〜
年
度
末
休
業

４
月
８
日（
水
）新
任
式
・
入
学
式

　
　
９
日（
木
）始
業
式
・
対
面
式

富
　
樫
　
い
　
つ
（
95
）
横
　
　
磯

工
　
藤
　
き
　
み
（
94
）
５
　
　
区

竹
　
越
　
廣
　
昭
（
78
）
崎
の
町

山
　
本
　
松
　
治
（
83
）
12
　
　
区

山
　
本
　
み
つ
ゑ
（
92
）
12
　
　
区

鎌
　
田
　
繁
　
作
（
81
）
広
　
　
戸

大
　
船
　
モ
　
ヨ
（
88
）
晴
　
　
山

民
　
谷
　
ミ
ツ
エ
（
78
）
北
金
３
区

藤
　
田
　
喜
一
郎
（
87
）
岩
　
　
坂

岩
　
森
　
ミ
　
ツ
（
80
）
沢
　
　
辺

丸
　
山
　
要
　
一
（
92
）
岩
崎
上

白
　
取
　
ア
　
イ
（
92
）
岩
崎
上

お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す

　こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
女
性
広
報
担
当
者
が

気
に
な
っ
て
い
る
グ
ル
メ
を
美
味
し
く
可
愛

く
紹
介
し
て
い
く
コ
ー
ナ
ー
で
す
。

●
月
替
り
お
す
す
め
ラ
ン
チ

　
　
春
の
籠
膳
　
￥
１
，６
５
０（
税
込
）

　
今
回
は
、
岩
崎
に
あ
る
ア
オ
ー
ネ
白
神
十
二
湖
の
「
ア

カ
シ
ョ
ウ
ビ
ン
」
に
お
邪
魔
し
ま
し
た
。

　
月
替
り
で
提
供
し
て
い

る
ラ
ン
チ
メ
ニ
ュ
ー
は
、

と
に
か
く
華
や
か
で
女
性

が
喜
び
そ
う
な
メ
ニ
ュ
ー
。

で
も
、
ボ
リ
ュ
ー
ミ
ー
で

男
性
も
ガ
ッ
ツ
リ
と
食
べ

ら
れ
ま
す
。

　
３
月
の
メ
ニ
ュ
ー
は
、

旬
の
春
野
菜
を
い
ち
早
く

取
り
入
れ
た
和
御
膳
。
フ

キ
ノ
ト
ウ
の
天
ぷ
ら
や
、
菜
の
花
の
辛
し
和
え
、
メ
イ
ン

に
は
、
豚
肉
と
春
野
菜
の
蒸
し
し
ゃ
ぶ
と
い
っ
た
色
鮮
や

か
で
ほ
ろ
苦
い
春
の
味
を
堪
能
で
き
ま
す
。
ま
た
、
今
の

時
期
に
獲
れ
た
魚
は
ほ
ど
良
い
味
付
け
で
焼
魚
に
さ
れ
、

若
布
ご
は
ん
と
相
性
は
バ
ツ
グ
ン
。
メ
イ
ン
の
豚
し
ゃ
ぶ

は
、
２
種
類
の
つ
け
ダ
レ
が
あ
る
の
で
、
お
好
み
の
味
で

春
野
菜
の
甘
み
を
感
じ
て
く
だ
さ
い
。

　
春
の
味
覚
を
た
ー
っ
ぷ
り
堪
能
し
た
と
こ
ろ
で
、
な
ん

と
春
の
特
製
デ
ザ
ー
ト
付

き
！
苺
の
パ
リ
ブ
レ
ス
ト

（
シ
ュ
ー
ク
リ
ー
ム
）
と

苺
の
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
、

そ
し
て
ホ
ッ
ト
コ
ー
ヒ
ー
。

パ
リ
ブ
レ
ス
ト
を
一
口
食

べ
る
と
、
サ
ク
サ
ク
生
地

に
、
カ
ス
タ
ー
ド
ク
リ
ー

ム
と
苺
の
甘
酸
っ
ぱ
さ
広

が
り
、
出
会
い
や
別
れ
の

地
吹
雪
の
日
々
忘
れ
ず
に
如
月
の

　
　
　
　
　寒
の
戻
り
に
春
思
う
朝

　
　
　
　
　
　増

　冨

　今
日
子

新
キ
ャ
ベ
ツ
ば
っ
さ
り
切
れ
ば
中
ほ
ど
に

　
　
　
　
　吐
息
の
よ
う
な
水
滴
ひ
か
る

　
　
　
　寺

　沢

　美
千
子

「
福
は
内
」「
鬼
も
内
」と
て
豆
を
撒
く

　
　
　
　
　心
入
れ
替
う
節
分
の
夜

　
　
　
　
　
　佐

　藤

　宏

　子

冬
凪
に
鴨
の
群
浮
き
五
線
譜
の

　
　
　
　
　ド
レ
ミ
の
ご
と
く
奏
で
る
調
べ

　
　
　松   

　
　
　
　浄

猛
吹
雪
校
門
前
に
三
つ
四
つ
の

　
　
　
　
　動
か
ぬ
か
た
ま
り
一
年
生
の
群

　
　
　近

　藤

　月

　子

3,762人
4,215人
7,977人
3,723世帯

（－12）
（－16）
（－28）
（－ 9）

多
い
春
に
ぴ
っ
た
り
の
味
だ
な
と
感
じ
ま
し

た
。
そ
ん
な
甘
酸
っ
ぱ
い
思
い
出
を
振
り
返

り
な
が
ら
、
最
後
ま
で
春
を
味
わ
う
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　
卒
業
祝
い
や
、
合
格
祝
い
、
女
子
会
に
も

お
す
す
め
の
ラ
ン
チ
メ
ニ
ュ
ー
。
大
切
な
人

と
一
緒
に
春
を
堪
能
し
ま
せ
ん
か
？
美
味
し

い
時
間
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
♪

※

ラ
ン
チ
は
月
替
り
で
提
供
し
て
い
ま
す
。

◆
店
舗
情
報

　
ア
オ
ー
ネ
白
神
十
二
湖
　
カ
ジ
ュ

ア
ル
レ
ス
ト
ラ
ン
　
ア
カ
シ
ョ
ウ
ビ
ン

　
深
浦
町
大
字
松
神
字
下
浜
松
14

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
77̶

３
３
１
１

　
営
業
時
間
：
11
時
〜
14
時
30
分
、

　
　
　
　
　
　
18
時
〜
20
時
30
分

※

季
節
に
よ
り
変
動
あ
り

戸
籍

窓
の

第19回

アパート入居者募集！！アパート入居者募集！！
①ハウス飛浪　Ｆ（２階） ②東ハイツ　Ａ－2

３月より入居可能 ４月より入居可能
住所：大字広戸字家野上101－195
間取：木造２階建　２ＬＤＫ
設備：冷暖エアコン・ＦＦストーブ
家賃：月額　42,000円

住所：大字広戸字家野上101－221
間取：２階建　１階－１ＬＤＫ
　　　　　　　２階－８帖・６帖
設備：冷暖エアコン・ＦＦストーブ
家賃：月額　38,000円

問合せ先 宮本アパート　代表　宮本京子
TEL　74－3117　携帯　080－5554－5559　大字深浦字浜町285－1
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深
校
だ
よ
り

《２月末日現在》（　）内は前月比

男 ……

女 ……

計 ……

世帯数
深浦町の総面積　488.90㎢

深浦町の人口と世帯深浦町の人口と世帯
令
和
２
年
１
月
21
日
〜
令
和
２
年
２
月
20
日
ま
で
の
戸
籍
届
出

ご
結
婚
お
め
で
と
う

ご
結
婚
お
め
で
と
う

♥
阪
　
﨑
　
大
　
志
（
風
合
瀬
）

川
　
口
　
莉
　
沙
（
弘
前
市
）

短
歌

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
、

各
学
校
も
休
校
と
な
り
、
日
常
生
活
に

か
な
り
の
支
障
を
き
た
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
マ
ス
ク
や
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー

パ
ー
な
ど
の
生
活
用
品
も
品
薄
に
な
り
、

不
測
の
事
態…

。

　
私
は
今
ま
で
土
日
は
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ

ー
ル
の
審
判
活
動
等
を
し
て
き
ま
し
た

が
、
大
会
や
練
習
試
合
も
中
止
に
な
り
、

Ｂ
リ
ー
グ
も
中
止
や
延
期
に
な
っ
た
り

と
、
現
在
は
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
か
ら

離
れ
た
生
活
を
し
て
い
ま
す
。
最
近
は

ア
ニ
メ
の
ス
ラ
ム
ダ
ン
ク
を
久
し
ぶ
り

に
観
て
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
で
も
「
早

く
バ
ス
ケ
が
し
た
い
で
す…

」

１
年
次
「
総
合
的
な
探
究
の
時
間
」

　
　課
題
研
究
に
係
る
意
見
交
換
会

 

１
月
28
日
（
火
）
、
地
域
が
抱
え
る
課
題
に
つ

い
て
の
探
究
を
通
し
て
課
題
解
決
能
力
を
身
に
つ

け
る
た
め
に
、
１
年
次
生
が
深
浦
町
の
行
政
に
携

わ
る
町
職
員
と
意
見
交
換
を

行
い
ま
し
た
。
各
自
が
取
り

組
ん
で
い
る
課
題
研
究
に
つ

い
て
考
え
を
整
理
し
て
、
町

職
員
の
方
に
わ
か
り
や
す
く

伝
え
る
こ
と
は
と
て
も
大
変

だ
っ
た
よ
う
で
す
。
ま
た
、

深
浦
町
が
抱
え
る
課
題
解
決

の
た
め
に
、
自
分
た
ち
の
見

え
な
い
と
こ
ろ
で
町
職
員
の

方
々
が
奮
闘
し
て
い
る
と
知

り
、
簡
単
に
は
解
決
で
き
な
い
深
浦
町
の
課
題
の

難
し
さ
を
感
じ
た
よ
う
で
す
。

【
感
想
】

・
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
、
運
営
す
る
に
は
た
く
さ
ん

の
企
業
や
人
が
関
わ
っ
て
い
る
と
知
り
驚
き
ま
し

た
。
ま
た
、
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
は
様
々
な

こ
と
に
挑
戦
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
言
葉

が
印
象
的
で
し
た
。
　
　
　
　
【
徳
田
吏
久
斗
】

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
は
知
る
こ
と
が
で
き
な
か

っ
た
情
報
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
れ
と

同
時
に
新
た
な
疑
問
点
も
出
て
き
ま
し
た
。
ま
ず

は
た
く
さ
ん
の
人
た
ち
に
町
の
取
り
組
み
を
知
っ

て
も
ら
う
た
め
に
、
ち
ょ
っ
と
し
た
こ
と
で
も
発

信
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

【
坂
崎
　
優
杏
】

３
年
次

　卒
業
に
向
け
て

　
３
年
次
で
は
２
月
12
日
（
水
）
、
19
日
（
水
）

に
そ
れ
ぞ
れ
「
年
金
講
座
」
、
「
租
税
教
室
」
を

実
施
し
ま
し
た
。
「
年
金
講
座
」
に
は
弘
前
年
金

事
務
所
か
ら
、
「
租
税
教
室
」
に
は
青
森
税
務
署

か
ら
外
部
講
師
を
招
い
て
、
社
会
人
と
し
て
こ
れ

か
ら
必
要
に
な
る
年
金
と
納
税
に
つ
い
て
お
話
を

し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
以
下
は
参
加
者
３
年
次
生

の
感
想
で
す
。
卒
業
後
は
就
職
す
る
者
と
進
学
す

る
者
と
そ
れ
ぞ
れ
の
道
を
歩
ん
で
い
き
ま
す
が
、

こ
れ
か
ら
の
生
活
を
イ
メ
ー
ジ
し
な
が
ら
耳
を
傾

け
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。

【
年
金
講
座
】

・
年
金
に
つ
い
て
テ
レ
ビ
で

聞
い
た
こ
と
は
あ
っ
た
け
れ

ど
、
詳
し
く
理
解
し
て
い
ま

せ
ん
で
し
た
。
私
は
進
学
し

ま
す
が
、
猶
予
の
手
続
き
が

毎
年
あ
る
の
で
忘
れ
ず
に
行

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思

い
ま
し
た
。【
斉
藤
　
紫
咲
】

・
年
金
に
も
様
々
な
種
類
が
あ
る
と
知
り
驚
き
ま

し
た
。
将
来
何
か
あ
っ
た
と
き
の
た
め
に
会
社
か

ら
も
ら
え
る
給
料
か
ら
毎
月
天
引
き
さ
れ
る
と
知

り
安
心
し
ま
し
た
。
　
　
　
　
【
七
戸
　
香
純
】

【
租
税
教
室
】

・
消
費
税
や
住
民
税
に
つ
い
て
は
知
っ
て
い
ま
し

た
が
、
車
を
所
有
し
て
も
税
金
が
か
か
る
と
い
う

こ
と
は
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
社
会
人
と
し
て
生

き
て
い
く
た
め
に
は
た
く
さ
ん
の
税
金
を
払
わ
な

け
れ
ば
な
ら
ず
、
大
変
だ
な
と
感
じ
ま
し
た
。

【
前
田
　
一
輝
】

・
税
に
は
様
々
な
種
類
が
あ
り
、
日
本
で
は
ほ
ぼ

平
等
に
徴
収
さ
れ
、
様
々
な
事
情
に
応
じ
て
控
除

し
て
も
ら
え
る
な
ど
詳
し
い
仕
組
み
が
分
か
り
ま

し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
小
野
琳
々
香
】

【
３
・
４
月
の
行
事
予
定
】

３
月
19
日（
木
）再
募
集
学
力
検
査
日

　
　
23
日（
月
）１
年
次
総
合
的
な
探
究
の
時
間
校

　
　
　
　
　
　
内
発
表
会
（
２
、
３
校
時
）

　
　
24
日（
火
）入
学
予
定
者
説
明
会
（
午
後
）

　
　
25
日（
水
）修
了
式
・
離
任
式

　
　
26
日（
木
）〜
年
度
末
休
業

４
月
８
日（
水
）新
任
式
・
入
学
式

　
　
９
日（
木
）始
業
式
・
対
面
式

富
　
樫
　
い
　
つ
（
95
）
横
　
　
磯

工
　
藤
　
き
　
み
（
94
）
５
　
　
区

竹
　
越
　
廣
　
昭
（
78
）
崎
の
町

山
　
本
　
松
　
治
（
83
）
12
　
　
区

山
　
本
　
み
つ
ゑ
（
92
）
12
　
　
区

鎌
　
田
　
繁
　
作
（
81
）
広
　
　
戸

大
　
船
　
モ
　
ヨ
（
88
）
晴
　
　
山

民
　
谷
　
ミ
ツ
エ
（
78
）
北
金
３
区

藤
　
田
　
喜
一
郎
（
87
）
岩
　
　
坂

岩
　
森
　
ミ
　
ツ
（
80
）
沢
　
　
辺

丸
　
山
　
要
　
一
（
92
）
岩
崎
上

白
　
取
　
ア
　
イ
（
92
）
岩
崎
上

お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す

　こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
女
性
広
報
担
当
者
が

気
に
な
っ
て
い
る
グ
ル
メ
を
美
味
し
く
可
愛

く
紹
介
し
て
い
く
コ
ー
ナ
ー
で
す
。

●
月
替
り
お
す
す
め
ラ
ン
チ

　
　
春
の
籠
膳
　
￥
１
，６
５
０（
税
込
）

　
今
回
は
、
岩
崎
に
あ
る
ア
オ
ー
ネ
白
神
十
二
湖
の
「
ア

カ
シ
ョ
ウ
ビ
ン
」
に
お
邪
魔
し
ま
し
た
。

　
月
替
り
で
提
供
し
て
い

る
ラ
ン
チ
メ
ニ
ュ
ー
は
、

と
に
か
く
華
や
か
で
女
性

が
喜
び
そ
う
な
メ
ニ
ュ
ー
。

で
も
、
ボ
リ
ュ
ー
ミ
ー
で

男
性
も
ガ
ッ
ツ
リ
と
食
べ

ら
れ
ま
す
。

　
３
月
の
メ
ニ
ュ
ー
は
、

旬
の
春
野
菜
を
い
ち
早
く

取
り
入
れ
た
和
御
膳
。
フ

キ
ノ
ト
ウ
の
天
ぷ
ら
や
、
菜
の
花
の
辛
し
和
え
、
メ
イ
ン

に
は
、
豚
肉
と
春
野
菜
の
蒸
し
し
ゃ
ぶ
と
い
っ
た
色
鮮
や

か
で
ほ
ろ
苦
い
春
の
味
を
堪
能
で
き
ま
す
。
ま
た
、
今
の

時
期
に
獲
れ
た
魚
は
ほ
ど
良
い
味
付
け
で
焼
魚
に
さ
れ
、

若
布
ご
は
ん
と
相
性
は
バ
ツ
グ
ン
。
メ
イ
ン
の
豚
し
ゃ
ぶ

は
、
２
種
類
の
つ
け
ダ
レ
が
あ
る
の
で
、
お
好
み
の
味
で

春
野
菜
の
甘
み
を
感
じ
て
く
だ
さ
い
。

　
春
の
味
覚
を
た
ー
っ
ぷ
り
堪
能
し
た
と
こ
ろ
で
、
な
ん

と
春
の
特
製
デ
ザ
ー
ト
付

き
！
苺
の
パ
リ
ブ
レ
ス
ト

（
シ
ュ
ー
ク
リ
ー
ム
）
と

苺
の
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
、

そ
し
て
ホ
ッ
ト
コ
ー
ヒ
ー
。

パ
リ
ブ
レ
ス
ト
を
一
口
食

べ
る
と
、
サ
ク
サ
ク
生
地

に
、
カ
ス
タ
ー
ド
ク
リ
ー

ム
と
苺
の
甘
酸
っ
ぱ
さ
広

が
り
、
出
会
い
や
別
れ
の

地
吹
雪
の
日
々
忘
れ
ず
に
如
月
の

　
　
　
　
　寒
の
戻
り
に
春
思
う
朝

　
　
　
　
　
　増

　冨

　今
日
子

新
キ
ャ
ベ
ツ
ば
っ
さ
り
切
れ
ば
中
ほ
ど
に

　
　
　
　
　吐
息
の
よ
う
な
水
滴
ひ
か
る

　
　
　
　寺

　沢

　美
千
子

「
福
は
内
」「
鬼
も
内
」と
て
豆
を
撒
く

　
　
　
　
　心
入
れ
替
う
節
分
の
夜

　
　
　
　
　
　佐

　藤

　宏

　子

冬
凪
に
鴨
の
群
浮
き
五
線
譜
の

　
　
　
　
　ド
レ
ミ
の
ご
と
く
奏
で
る
調
べ

　
　
　松   

　
　
　
　浄

猛
吹
雪
校
門
前
に
三
つ
四
つ
の

　
　
　
　
　動
か
ぬ
か
た
ま
り
一
年
生
の
群

　
　
　近

　藤

　月

　子

3,762人
4,215人
7,977人
3,723世帯

（－12）
（－16）
（－28）
（－ 9）

多
い
春
に
ぴ
っ
た
り
の
味
だ
な
と
感
じ
ま
し

た
。
そ
ん
な
甘
酸
っ
ぱ
い
思
い
出
を
振
り
返

り
な
が
ら
、
最
後
ま
で
春
を
味
わ
う
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　
卒
業
祝
い
や
、
合
格
祝
い
、
女
子
会
に
も

お
す
す
め
の
ラ
ン
チ
メ
ニ
ュ
ー
。
大
切
な
人

と
一
緒
に
春
を
堪
能
し
ま
せ
ん
か
？
美
味
し

い
時
間
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
♪

※

ラ
ン
チ
は
月
替
り
で
提
供
し
て
い
ま
す
。

◆
店
舗
情
報

　
ア
オ
ー
ネ
白
神
十
二
湖
　
カ
ジ
ュ

ア
ル
レ
ス
ト
ラ
ン
　
ア
カ
シ
ョ
ウ
ビ
ン

　
深
浦
町
大
字
松
神
字
下
浜
松
14

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
77̶

３
３
１
１

　
営
業
時
間
：
11
時
〜
14
時
30
分
、

　
　
　
　
　
　
18
時
〜
20
時
30
分

※

季
節
に
よ
り
変
動
あ
り

戸
籍

窓
の

第19回

アパート入居者募集！！アパート入居者募集！！
①ハウス飛浪　Ｆ（２階） ②東ハイツ　Ａ－2

３月より入居可能 ４月より入居可能
住所：大字広戸字家野上101－195
間取：木造２階建　２ＬＤＫ
設備：冷暖エアコン・ＦＦストーブ
家賃：月額　42,000円

住所：大字広戸字家野上101－221
間取：２階建　１階－１ＬＤＫ
　　　　　　　２階－８帖・６帖
設備：冷暖エアコン・ＦＦストーブ
家賃：月額　38,000円

問合せ先 宮本アパート　代表　宮本京子
TEL　74－3117　携帯　080－5554－5559　大字深浦字浜町285－1
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　いわむら　さ と かさん（６さい）

　こ だ ま　れ い なさん（５さい）

　お　　の　ゆ い かさん（４さい）

　あ　　べ　ことひこくん（４さい）

　くまがい　り の んさん（５さい）

　くしびき　に　　なさん（６さい）

青い鳥保育園のなかよしたち

「おおきくなりました　　　　　
　“リズムにのって Ｌｅｔ

,
ｓ ＧＯ！”」

津軽民謡の王座に輝く
　２月16日に行われた津軽民謡青森県大会
で見事66代王座に輝いた岩谷勇さん（岩崎
下）。日頃の努力が、実を結びました。

こんなに

元気です！

このコーナーでは、元気いっぱいな園児達の作品を
ご紹介します。

４月生まれのお子さんの写真を募集します！
◆対象◆令和２年４月に１～５歳の誕生日を迎える町内在住の子
◆掲載内容◆子供の写真、氏名（ふりがな）、住所（地区のみ）、生年
月日、お子さんに一言メッセージ（【例】「元気に育ってね！」など）
◆応募方法◆
郵送または持参の場合：プリントした子供の写真1枚に①子供の氏名
（ふりがな）②生年月日③性別④住所⑤保護者名（広報には掲載しませ
ん）⑥電話番号⑦お子さんに一言メッセージを記入したものを添えてく
ださい。
メールの場合：件名に「こんなに元気です」と記入し、本文に上記①～
⑦を記入のうえ、写真データを添付して送信してください。
◆応募締切◆今月の末日。
□問合せ先□
〒038-2324　大字深浦字苗代沢84-2　総合戦略課企画調整係　
TEL　74-2122（直通）　　　kouhou@town.fukaura.lg.jp

★このコーナーでは、誕生
日を迎えたチビッコ達
をご紹介します★

平山　采空くん
（田野沢）　H30／３／３生
「ズルスケ　めごちゃん　」

くさ

石沢　悠那ちゃん
（追良瀬）　H28／３／11生

「わが家のおしゃべり娘です☆」

ゆう な


